
あんぽ柿非破壊検査の流れ 
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平成25年産あんぽ柿の放射性物質検査情報(JA全農福島HP掲載) 
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JA伊達みらいにおける全戸自主検査体系 

「考え方の基本、ISO9001：2008の運用」 

出荷10日前

に生産者搬
入(栽培暦
含む) 

サンプル 外部機関による検査 

(三社に委託分析） 

JA 内部機器検査( ＮａＩシンチ10台・オートサンプラー1台） 

結果 

出荷可能 

出荷仮停止 

出荷停止 

「んめ～べ」など直売所 

 → 出荷 
  (めぐみ事業NaI 2台) 

結  果 

再検査 

  

 

 

 

 

 

＋ 

＋ 

青果市場 
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JA伊達みらいにおける全戸全品目自主検査体制   

（平成25年3月1日～平成26年2月28日現在）分析数：検体数、穀類の玄米は別途全袋検査） 
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JA 内部での検査・ (  )内検査数は加工品 

品目 種類 分析数 

野菜 １４１ (22) ８，２４６ (30) 

果物 ３８ (8) ２，３９１(10) 

穀類 １２ １６４ 

きのこ １１ ６２ 

山菜 １３ ２３４ 

計 ２１５ (30) １１，０９７ (40) 

外部委託検査 

品目 種類 分析数 

野菜 ０ ０ 

果物 １ ３，１１３ 

山菜 ０ ０ 

計 １ ３，１１３ 

合計 ２１６ (30) １４，２１０ (40) 



  「風評害の実態」 福島第一原発事故前後の青果物販売変遷 
 

原発事故前(22)・以降(23～25)のJA伊達みらい販売高推移

0 50 100 150 200 250 300 350

生しいたけ

乾燥しいたけ

その他菌茸

にら

きゅうり

えんどう類

生・加工わさび

とまと

春菊

その他野菜

いちご

もも

ぶどう

すもも

あんぽ柿

さくらんぼ

その他果実

米・穀類

畜産

んめ～べ(直売所)

その他

品名

金額（千万円）

25年度

24年度

23年度

22年度

ももは原発事故前30億円の販売高
23年産は23億円と7億円ダウン、25年産戻りつつある。

22年産あんぽ柿18億円(23年産実績は22年
産)23、24年産は加工自粛
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果実の販売高推移 

原発事故前(22)・以降(23～25)の販売高推移（果実）

0 50 100 150 200 250 300 350

いちご

もも

ぶどう

すもも

あんぽ柿

さくらんぼ

その他果実

品名

金額（千万円）

25年度

24年度

23年度

22年度

あんぽ柿：23・24年産加工自粛、25年産はモデル地区で再開 

(23年産実績は22年産計上) 

もも：22年産原発事故前約30億円 

   23年産約7億円の販売高マイナス 

   25年産は原発事故前の状況に戻りつつ 
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原発事故前(22)・以降(23～25)の販売高推移（野菜）

0 50 100 150 200 250

生しいたけ

乾燥しいたけ

その他菌茸

にら

きゅうり

えんどう類

生・加工わさび

とまと

春菊

その他野菜

品名

金額（千万円）

25年度

24年度

23年度

22年度

野菜の販売高推移 

JA独自の営農支援対策を実施 

(パイプハウス増新設、23年度～25年度実施、 

単年度1.5億円の支援、事業費1/2助成) 

生・加工わさび(葉・根) 出荷停止の状況 

生しいたけ・乾燥しいたけは出荷停止の状況 
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